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建築構造物の改修サイクルに関する考え方 2005年頃 

 2005年当時の改修市場では、上記改修サイクル表のように、初期性能値が劣化
により改修工事が必要不可欠の状態に至った場合に、初期性能値迄その性能値を
戻す事が多くの方の考え方でした。 
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建築構造物長寿命化改修に関する考え方2019年現在 

竣工時性能値を上回り、劣化し改修工事を
実施する時点で竣工時性能を維持した状態 



防水保証に関して（１）その責任/適用仕様/部位 

 通常防水保証は上記Ａ～Ｄの内、Ａの仕様番号、対象面積、Ｂ～Ｄを記載したものを 

『防水保証書』として日付・有効期限を書込み施主へ提出致します。 

   

 保証対象防水仕様：一般的に『国土交通省：公共建築工事標準仕様書』『日本建築学 

会 ＪＡＳＳ ８ 防水工事』 に記載されている防水仕様、またはこれに準じる各防水材 
製造メーカー仕様となります。 

 現在では凡そ、住宅瑕疵担保保証への適合仕様をﾏﾝｼｮﾝ新築などが多いのでせめ 

てJASS８仕様適合というのが防水仕様採用の最低ランクと説明させて頂いております。 

 ＊各防水材料毎の業界団体記載仕様では、 国交省・JASS8共に防水保証対象仕様として認められな
いものも多数記載されております。 

防水保証対象外部位：土木防水・駐車場露出仕上防水は、防水層施工後の外部要素に起 

因する漏水事故発生が多い為、（社）全国防水工事業協会により保証対象外とされています。  

Ａ 適切な防水仕舞/防水材料/防水仕様 選定 ： 設計者 
  

+ Ｂ適切な防水下地となる躯体施工時期 ： 元請建設会社 
 + Ｃ適切な防水施工             ： 防水工事会社 
  + Ｄ防水材の品質/出荷数量管理：防水材料製造会社/販売会社 
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防水保証書発行対象 A～Dが成立して⇒ 



 
 

   

防水保証に関して（２）保証期間の根拠 

本来は、『工事請負約款』に採用されている『2年』が保証書の標準年数（民間連合
協定契約約款・第27条２/旧四会連合契約約款も同様）です。 
  
然しながら住居購入は高額である為、民法第６３８条『担保責任の存続期間の特則』
①②より瑕疵担保責任の面から『重大』な瑕疵が発生した場合は『最大１０年』の無償
補修が義務づけられています。これは同法第３篇債権５３３条契約の効力/同時履行
の抗弁権より請負人瑕疵修補義務（５３４条）等にもその根拠をもっています。 
また１０年と区切るのは、同法総則第１６７条①『債権・財産権の消滅時効』に債権は１
０年間で消滅とされている為。 
 
 現在は平成12年4月施工『住宅の品質確保の促進などに関する法律』（品確法）で
は引渡後10年間、住宅のうち構造耐力上主要部分（建築基準法施行令第1条三）や
屋根・外壁等雨水侵入防止部分の瑕疵担保責任を負う（第87条88条）事と定められ
ています。 
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防水保証に関して（3）保証対象となる仕様 

 国交省標準仕様書第9章（改修第3章）記載仕様  
     ＊建築技術審査証明がある各ﾒｰｶｰ防水仕様                  

   > 日本建築学会JASS８記載各種仕様            

    ＊住宅瑕疵担保履行法対応仕様（各保証団体登録必要） 

 

     > 対象外 ： 駐車場の露出防水仕上げ 

                                  (社)全国防水工事業協会 
             ： 地 下 防 水           により対象外とされる 
 
       ：各素材別メーカー団体のみに記載されている仕様 
       （公的仕様根拠無となり、各ﾒｰｶｰ仕様では対応工法とはされない仕様 
         exp．塩ビ/ｺﾞﾑ/ｳﾚﾀﾝの保護防水やｶﾞﾗｽ繊維1層FRPなど） 
  

      > 備 考 ： 改修工事の場合は以下に留意しクリアすることが必要 

        ①既存防水仕上げ面劣化度②防水端末納まり③施工時期 
        ④新旧防水層接触による素材同士の不具合⑤施工面高さ 
        ⑥ドレン排水能力⑦その他既存建物特有事由 
 

保証対象仕様 
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長寿命化改修について 
～文部科学省の国庫補助「長寿命化改良事業」～ を 例として 

 
◆必ず実施する工事 
  ●躯体の劣化に対する補修 
  ●水道や電気等のライフラインの更新 

 
◆原則として実施する工事 
  ●耐久性に優れた材料等への取り替え 
  ●維持管理や設備更新の容易性の確保 
  ●少人数指導など多様な学習内容・ 
   学習形態が可能となる教育環境の確保 
  ●断熱等の省エネルギー対策 
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◆原則として実施する工事 

  A.耐久性に優れた材料等への取り替え 

         

  B.維持管理や設備更新の容易性の確保 

         

  C.少人数指導など多様な学習内容・学習形  
    態が可能となる教育環境の確保 

  D.断熱等の省エネルギー対策 

          

長寿命化改良事業の工事内容 

①高耐久性 

③断熱仕様・省エネ対策 

②次回改修性・メンテナンス性 
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耐久性に優れた材料等への取り替え 
～防水層の物理的耐用年数～ 

 
 
 
 

 
  
  学校施設の長寿命化改修の手引き 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

いずれも製品のグレードによって仕様や耐用年数は異なりますが，一
般的に， 
 

     塗膜防水＜シート防水＜アスファルト防水 
 

の順で耐用年数は長くなり，アスファルト防水でコンクリートによる押さ
え仕上げが施されているものが最も長くなります。なお，アスファルト
防水には，防水層を3～4 層重ねて耐久性や断熱性を増し，物理的耐
用年数を40～80 年と想定している商品もあります。 
 

耐久性の高い仕様を検討 

高耐久性 
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＊S58総合技術開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ建築物の
耐久性向上技術の開発報告書 



APX-80RF APX-60RF 

耐久性に優れた材料等への取り替え 

• 保護断熱仕様 耐用年数80年 

新築工事・スケルトン改修に最適 
※スケルトン改修に実施することで、将来の防水改修が不要 

高耐久性 
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AFX-45G AFX-30G 

耐久性に優れた材料等への取り替え 

• 露出断熱仕様 耐用年数45年 

新築工事・断熱改修に最適 
※長寿命改修化改修に実施することで、将来の防水改修が不要 
※断熱改修の場合は、高反射塗料が必須 

高耐久性 
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従来のアスファルト材の耐久性・柔軟性を向
上させた「改質アスファルト」を主原料とする
シートを、溶融したアスファルトにて積層させ
る工法。強力フラットフェースを仕上げ材とす
る事で「アスファルト＝砂付ルーフィング」とい
概念を変えた、全く新しい防水改修工法。 
 

耐久性に優れた材料等への取り替え 

改質アスファルト防水熱工法 
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12 

断熱等の省エネルギー対策 
③断熱仕様・省エネ対策 



断熱工法における問題点 
防水層表面温度について 

温度約1.6倍 13／47 



断熱工法における問題点 

14 

防水層表面温度の低減が期待できる     
    ⇒ 防水層の耐久性向上が期待できる 

50℃の劣化速度と 
80℃の劣化速度は 

およそ10倍違います！！ 
 

2010年度 日本建築学会大会 
「防水材料の耐候性試験その27 
 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層の耐候性予測方法の提案」より抜粋 



断熱と高反射塗料（遮熱）の組合せ 

各種防水の断熱・遮熱工法への対応可能 
 
⇒   アスファルト防水 ：ＳＰファインカラー 
   塩ビシート防水  ：ＶＴコートＣ 
   ウレタン塗膜防水 :ＯＴコートクール 
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自治体に於ける長寿命化改修に関する誤解例 2019年2月 

 長寿命化改修設計発注があったが、その内容は築年数が旧い文教施設で露出防水層へのトッ

プｺｰﾄ増塗による延命化を図る対応をAOへ指示。 防水層長寿命化は初期性能値を常に維持す
る為に防水層本体だけでは無くその躯体からも改善することを求めており、トップコート塗布のみでは
表層化粧と言えます。 さらにこの自治体では、砂付アスファルト露出防水と、塩ビシート機械的固

定工法にて改修済み物件へ再度トップコートのみ塗布を設計することをAOへ求めていました。                             
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砂付ｱｽﾌｧﾙﾄ防水へ溶剤系ﾄｯﾌﾟｺｰﾄを厚
く塗りすぎて溶剤が散逸収縮し表層砂を
剥がした。この表層に」さらに増塗で4～
5年延命できないかとの事  

塩ﾋﾞｼｰﾄの基材露出している部分へもﾄｯ
ﾌﾟｺｰﾄで対応できないか、２～３年で良
いから延命できないかとの事。 



各種文献による誤解を生じやすい例  

 長寿命化改修設計発注に当たっては、その目指すべき耐久年数設定と共に現状の劣化現象の

把握と、その原因を把握することが重要です。                               
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 上記は総プロでの劣化度分類の見本写真として記載されていた箇所抜粋です。併し
乍ら、赤枠部分は伸縮目地材の変形。突出だけでは無く、保護層の不均一な競上が
り・浮上がりが目視されます。 この様な状態に至る多くの原因は、伸縮目地の不十分
な設置（その距離間隔・目地材の湿式施工時のモルタル角度が床面に対して45度以

下の鋭角であった）等の新築時の施工不具合に因るものであるにも関わらず劣化度と
いう呼び方をしています。 
 

  ＊防水層上の保護層ですが、この競上がり部が亀裂・破断となれば、その部分の
膨張収縮（特に夏季）により、防水層が損傷する可能性が高くなります。 



維持管理や設備更新の容易性の確保 

台風21号の被害 
大阪府関空島（関西空港）では最大風速46.5メートル、  
                    最大瞬間風速58.1メートルを観測                            
                                 気象庁HPより 

②次回改修性・メンテナンス性 

  維持管理の容易性 
   ・次回改修性 
   ・想定外の状況（基準を超えた台風等）にも 
              耐用年数を全うできる工法の選定が不可欠 
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各防水層別固定力 
工法名 ㎡あたりの 

固定力N 
 

風圧力 
 

安全率 

アスファルト防水  
Ａ-1 

１４７，０００ 
① －２，９２３．１ 5029% 

② －９，１０３．２ 1615% 

アスファルト防水断熱露出工法 
ポリマリット ASI-T1 

４３，４１６ 
① －２，９２３．１ 1485% 

② －９，１０３．２ 477% 

シングル葺断熱工法 
シングル GCI-710 

５０，２５０ 
① －２，２２９．７ 2254% 

② －６，９４３．８ 724% 

シート防水密着工法 2.0ｍｍ 
ビュートップ S-F2 

  ３９，６００ 
① －２，９２３．１ 1355% 

② －９，１０３．２ 435% 

塩ビシート防水断熱機械的固定工
法 1.5ｍｍ 
ビュートップ SI-M2 

   ８，６２０ ① －２，９２３．１ 295% 

   ８，６２０ ② －９，１０３．２ 95% 

 
 

①基準風速34ｍ/ｓ、②基準風速60ｍ/ｓ、 
高さ30ｍ、地表面祖度区分：Ⅲ、屋根コーナー部  

 



強風対応仕様   工法 

 
 

基準風速60ｍに対応できる高い固定力 

基準風速60ｍ/ｓ、高さ30ｍ、地表面祖度区分：Ⅲ 

 

外周部からの風の吹き込みをシャットアウトする構成 

接着（粘着）と金物・アンカーを含めた確実な固定力 
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従来のシングル工法 
断熱仕様(撤去工法) 
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下地処理から軒先金物まで工法の中に取り入れ、すべての現場で同
一の固定力が期待できる工法 22／47 



外周部両面粘着ルーフィング 

＋ アンカー固定 

外周部両面粘着ルーフィング 

＋ アンカー固定 
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風圧力 

接着力  （各工法最低値） 

一般シング
ル断熱仕様 

N/㎡ 

安全率 
% 

Ｚ工法GCZ-
710工法 

N/㎡ 

安全率 
% 

一般部 -5292.6 50,250 949% 64,171 1212% 

コーナー部 -6943.8 50,250 724% 92,960 1339% 

 仕様 GCZ-710 
 切妻屋根   
 基準風速60ｍ/ｓ、高さ30ｍ、 
 地表面祖度区分：Ⅲ 
 コンクリート下地 
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免振機能付きディスクが風による衝撃を吸収。 
「シート固定部」の長寿命化を実現。 

25／47 



ディスク周りでの破断 

ディスク廻りでの負荷 
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M2U01584★.MPG
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M2U01584★.MPG
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文教施設に求められる防災機能 

 「災害に強い学校施設の在り方について」 （文部科学省 平成26年3月） 

 

 

 

 

「防災・減災、国土強靭化のための3か年緊急対策」 
 （平成30年12月14日） 
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具体的な事例  
第5章 対策の達成目標 

• ヘリコプター動態管理システムを未整備地域へ新
規配備し、消防・防災ヘリコプターの安全性を向上、
航空消防防災体制を充実強化 

 ⇒ヘリサインによる物資運搬・救助の目印の整備 

 

• 屋根や外壁、内壁、天井等の耐震性、劣化等に課
題があり、対策の緊急性の高い学校施設等を全
て改善。  

 ⇒ 屋根材の断熱化、床材の改修 
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屋上における防災仕様とは 

• 屋上防水材が台風などの影響により飛散し、
人や建物などに被害を与えない仕様 

 ⇒強風対応Z仕様や免振ディスク工法 

 

• 災害時に屋上を救難活動の目印とする事 

 ⇒フレクターフィルム 

 

• 災害時に体育館などの建物が快適な温度と
なる様な断熱仕様 

 ⇒金属屋根断熱改修 
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東日本大震災の影響を受け、災害対策としてヘリサイン事業が活発に。 

導入を決定する自治体が増えている。 

塗装で施工していた市場、経年の風化・減耗により、耐久性の高く 

高い反射輝度を持つフィルムタイプでの施工が注目されている。 

各種下地に応じた適切な処理を施すことで、防水層に悪影響を 

及ぼさずにヘリサインを設置することが可能に。 
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災害対策用再帰性反射ヘリサインフィルム 

「フレクターフイルム」 

フレクターフイルムとは 

ヘリコプターからのライトに高輝度で反射する高耐久高輝度再帰性反射フィルム。 

フィルムの裏面には粘着層があり、プライマー塗布などの適切な下地処理を施す
ことで、防水層に悪影響を与えず、長期間の強固な密着が可能。 

色素層は、屋上という過酷な水平面でも色褪せしにくく、高い耐久性や耐退色性を
持っている。 

また、再帰性反射機能を付加したことで、ヘリコプターからのライトに高輝度で反射
し、夜間の視認性を確保。 
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フレクターフィルム施工動画.wmv


2005年撮影 2006年撮影 GoogleMapより引用 

一般的な塗装によるサインの経年後の剥がれ状況 

防水層との接着性、耐久性、防水性能への影響を考慮した材料での施工が求
められる 

2009年撮影 2012年撮影 35／47 
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これまでの塗装における問題点 

防水層との相性の 

未検討 

（防水層への影響） 

経年による塗装の 

剥がれ 

（耐久性） 

施工現場による 

文字のばらつき 

（視認性の確保） 

技術を有した 

職人不足 

高耐久高輝度 

再帰性反射機能を 

備える 

防水層の性能に 

悪影響が無い 

工場カットによる 

正確なデザイン 

（高い視認性） 

専用プライマー 

塗布による高い 

長期接着性 

フレクターフイルムのメリット 

防水材料メーカーとし
て、防水の視点から
考える 
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夜間における高輝度再帰性反射フィルムの表示 

日時：2011年11月28日（月）17:00頃 

日没：16:29 

光源：600W     高度：300m 
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00003.MTS


防水改修＋フィルムタイプのヘリサイン（再帰反射性）設置 
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金属屋根改修＋フレクターフィルム 
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断熱材の接着固定、アンカーの併用による高い固定力 

震災時の避難環境の整備 

断熱効果による屋内環境の改善・雨音の低下 

シート状防水材による高い耐久性と防水性 
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高反射塗料を塗布する事
で防水層の熱劣化抑制、 

屋内への熱の流入が抑
制できます 
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断 熱 効 果 
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参照 学校施設のエコ改修推進のために 
国立教育政策研究所 文教施設研究センター 
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長寿命化計画策定に役立つ 
屋上防水の知識 

ご清聴 ありがとうございました。 

終了 

田島ルーフィング 株式会社 

http://www.tajima.jp 

TEL. 06-6443-0431  
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